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人はなぜ“ハマる”のか
共通教育科

生理学、神経精神薬理学、病態生化学、実験心理学

田中 健一 教授

嗜好、依存＆嗜癖、孤独＆孤立、医薬品＆健康食品等
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=255tana

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなど

研 究 紹 介

社会問題化している“危険ドラッグ”をはじめとする薬物（物質）依存は古くて新しい問
題です。また、ギャンブルや買い物に加え、インターネットやゲームにハマる若者が増え
ています．薬物（物質）に限らず、なぜ、ヒトは何かに“ハマる”のでしょうか?「嗜好・
嗜癖・依存」を手掛かりに“ハマる”仕組みについて理解することを目指します。

中高生、一般市民、養護教諭・特定保健指導者等専門家、等の対象に合せた講演や研修
会の実施が可能です。話の内容も、スタンダードな構成だけでなく、例えば、禁煙を中心
に話して欲しい、インターネットやゲーム依存の話をして欲しい等、ある程度、アレンジ
することは可能です。

依存症並びにその基盤となる脳･神経に
関連する知識の習得を目的とした講演・
研修会等の実施:

“ハマる”こととはどういうことか、最
新の知見を織り交ぜながら“ハマる”仕組
みを理解していきます。また、“ハマらな
い”ための知恵はあるのでしょうか。現代
の社会問題に深く関係する課題として、
「ヒトはなぜ “ハマる”のか」一緒に考
えたいと思います。

依存症を予防するための研究:依存症
の基盤となる嗜好・嗜癖・依存に関連す
る高次脳機能とそれを支える神経機構や
脳機能を解明する目的で多彩な手法によ
り検討します。これにより、 依存症形成
の予防並びに阻止に有効な方策・対策に
ついて提案したいと思います。

臨床研究例～医学的介入の効果検証


